
ょうちしゅ

の竪石， または不朽材を用い， それ以外の地にru縦iするものは，

枕木 2 ';1切り ， または直径約 15 cm ， 長さ約 1m の木杭を焼焦

がしたものをm~、ることに規定されている。(高橋治二)

ょうちしゅ 用地手 保線区におかれる職で事務掛の指拘iをう

けて，とくに指定された用地管理の干ilì助に従事するものである。

用地tl'JlJ!の事務は事務掛の職務であるが， 古11会J;fuなどのように，

用地管理業務が非常に繁雑な区においては， IJj:J事掛だけでは用

地3官邸が十分に行えないので， その干ilì Jt}Jとして用地手が配置さ

れている。(加藤誠次郎)

ょうちず 用地図 (英) right of way map 鉄道用地とこれ

に隣接する土地との境界を明示するための平附図。 iJllJ :lil:中心線

より用地境界までの距離，境界線， }也番， }也目(回 ， 畑， 山林，

Jjjl野など土地の極類)その他必要な事項が飽滅されている。縮

尺は 1 で作図することに規定されている。(高橋浩二)
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ょうていせん 羊蹄線 室蘭本線:陛首IH択を起点とし， 羊蹄山麓
をめぐって!凶辰線京極駅を終点とする羊附本線と，その他の路

線とからなる図鉄自動車路線で， これを所管する挫ìilì 自動車営

業所をl也領国虻悶君11豊浦町に， 喜茂別支所を同郡喜茂別町に設

iE している。

1 区間 ・ キロ程および沿革
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11日 23 ・ 11 ・ 3 開業

32 ・ 5 ・ 18

23 ・ 11 ・ 3

32 ・ 5 ・ 18

fi削Iì . 稀府 30 ・ 9 ・ 51主首Iì ・ 賞金 38l l稀府 ・ 賞金 32 ・ 3 ・ 1

山下II IJ' 網代田J (国道回り)

網代IIIJ ・ 菩門別

壮特級

網代IIIJ ' 壮瞥

2 営業íRi聞羊蹄本線は

10 

13 

旅客・手小荷物， その他は旅 |匡回
答のJill輸常業を行っ ている。

3 1:妥統駅強制ì. 京穏。

4 使 命羊蹄山畿地

;11:;の産業開抗i促進 と， 真狩地

区から室蘭i本線への短絡を使

命とする。

5 特 長喜茂別村を

中心とした貨物の区獄事業を

経営して木材 ・ 薪炭 ・ 穀物そ

の他の生活必需物資の輸送を

行って，特に終戦後の地方経

済の建直しに大きな貢献をし

た。当 11寺は喜茂別に営業所が

設i目されていたが， 経営の重

点を路線事業に移行し， 昭和

32 ・ 3 ・ 1

30 ・ 9 ・ 5

30 年度には営業所を豊浦に移転して苔茂別を支所に した。 喜茂

別地方はìEi内屈指の馬令馨の産地で，主として本州各地に出貸

されている.したがって最近は馬令暮のほか澱粉 ・ ビートの輸

送も多い。 1伺爺線は支空軍i伺爺国立公閣の山富E側の交通路に当り，

終点 l匂洞爺は洞爺湖畔の閑静な観光地と して今後が期待されて

いる。冬Jt!Jは積雪のため京甑 ・大和聞は例年 12 月から翌年 4 月

まで迎転を休止する。(回国幸市)

ょうひんがかり 用品掛 現業機関中多量の物品を取扱う筒

所(たとえば機関区 ・ 保線区 ・ 電力区 ・ 電車区等)におかれる職

で， 用品手を指導して物品の出納 ・ 保管 ・ 配給 ・ 受渡しならび

に物品に関する経理事務に従事するものである。(加藤誠次郎)

ょうひんかんじよう 用品勘定 国鉄用品取扱制度の迎用に

関する経強の整理，およびこれが回収を図る勘定であって，会

計上消:lÌ-勘定と呼ばれ用品収入と用品経費に区分されている。

国鉄で使用する用品の購入 ・ 保管 ・ 配給には極々の経費が必要

であるが，この取扱経世および用品購入賞等を用品経質という

勘定科目で記録盤迦する。用品を貯蔵品に編入する場合は， こ

の用品取扱に袈した経費および購入費等を回収しなければなら

ない。この回収方法として一定の割合をもって用品制掛を定め，

これを用品代!日Iiに 1mp: して編入する。この細川告が用品収入とし

て記録整理される。 m品収入は予定率による用品制掛で回収さ

れるものが含まれるので， 実践としての用品経政と事業年度末

において差額を生ずる。この差額は総括決算箇所において， 用

品を供給した銅益勘定君事の経政へ妓替整理する結果， 経質と収

入とが同額となることが，この勘定の特長である。(中川登代雄)

ょうひんこ 用品庫 国鉄の地方資材部の現業後闘。そのおも

な担当業務はi守政品の出納 ・ 保管および配給ならびに被服類お

よび時計の修繕である。すなわち国鉄の事業の用に供する物品

を保管し，必裂の筒所に， 必要の時期に，円滑に配給すること

を任務としているが， 一部の用品廊では職員用の制1If!類や客車

問のシ - ';1 ・ ヵ パーなどの洗たくおよび修絡ならびに業務用の

l時計の修絡をも行っている。 用品Jílï_には岩見沢 ・ 綴 ・ 戸灼!のよ

うに石炭を耳I門に取り扱うところもあるが，資材の運用上およ

び配給上の立地条件等を考慮して設置されており，その総数は

22 である。なお用品Jílï_に，支庫と派出所がある。用品庫には

用品隊長が置かれ，地方資材部長の指締を受け支庫長 ・ 助役 ・

事務掛 ・ 技術掛 ・ 榊内手・諸般掛 ・ 諸後手・気かん掛 ・ 自動車

運転士 ・ 用品手 ・ 技工 ・ 試験手 ・ 守衛長 ・ 守衛および雑務手を

指揮監督して， 用品Jílï_に属する一切の業務を処理している。こ

れらの職員を用品庫従事負といい， 約 2，700 人いる。なお用品

庫のほかに， 被11日工場の用品業務を担当する工場用品廊があり，

また工場(鉄道車両)および自動車工場には用品倉庫が設位され

ている。(官板正直)

ょうひんこせん用品庫線 (英)storehouse siding (独)Vorｭ

ratsmagazingleis 用品郎に対する資料の搬入，搬出に専用す

るため設けられた側線。{西悶正之)

ょうひんしけん じょ 用品試験所 国鉄の地方資材部の現君主

語盟関。そのおもな担当業務は，国鉄で使用する物品の科学的な

試験を行うことである。 すなわち物品の購入に際して，その物

品が所定の規絡 ・ 仕様岱等に合致する物であるかどうかを， 分

析その他の試験によって判定するところである。このため極々

の計総や設備をもっている。用品試験所は，中央用品試験所の

設置されている関東地方資材部を除き， 全国 8 箇所の地方資材

部に設置されている。所長が置かれ，地方資材部長の指仰を受

けて助役 ・ 事務掛 ・ 技術掛 ・ 試験手 ・守衛および雑務手を指折[1

~~;;.督し，用品試験所に属する一切の業務を処理している。これ

らの職員を用品試験所従事員といい，約 150 人いる。(宮敏正直)

ょうひんわりがけ 用品創掛 国鉄の使用する物品を調達し，

使用者側に配給するまでの経費は，中間勘定である用品勘定で

整理している。この経費の財源として，貯蔵品を購入受入する
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